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	１．まえがき
	クラウドコンピューティングの進展や次世代モバイル通信等によるネットワーク利用拡大に向け、光トランスポートネットワークの大容量化と柔軟性の両立が期待されている。著しいトラヒック増加に対処でき柔軟性のある新たな光トランスポートネットワーク技術の実現や、基盤技術のグローバルな合意に向けた標準化活動が必要となる。
	２．研究開発内容及び成果
	SAFARIプロジェクト（以下SAFARI）は、将来の通信トラヒック需要を支える大容量光ネットワークのスケーラビリティと柔軟性を実現するためのプログラマブル光送受信技術とマルチコア空間多重光通信技術を確立し、その連携制御基盤技術を実証することを目的としている。
	そこで、NTTとデンマーク工科大学がそれぞれ日本と欧州の共同幹事社となり、本分野の異なる技術領域での強みを有した日本2機関、欧州3機関の産学連携の国際連携パートナシップ（日本：NTT、フジクラ、EU：デンマーク工科大、サウサンプトン大、コリアント社）を構築し、緊密に連携し以下の3つの要素技術の研究開発を行った。
	Uア）プログラム制御可能な光ハードウェアの研究開発
	超400 Gbps/チャネルにおいて空間多重光通信技術を見据えた、様々なプログラマブル機能の有効性を明確化する。
	Uイ）超大容量光トランスポートネットワークの研究開発
	シングルモードマルチコアファイバを用いた空間多重通信方式により、既存のシングルモードファイバ(SMF)システムの30倍以上の大容量化基盤技術を確立する。
	Uウ）スケーラブル光ネットワークテストベッドの研究開発
	既存システムから、将来の空間多重光通信システムへのスケーリングを可能とする光トランスポートハードウエア制御技術を確立する。
	特に、日本2機関については、要素技術ア）に関し、NTTは、マルチコアファイバを用いたNWのユースケース、およびそれに基づいて光送受信回路をプログラマブルに制御するためのインタフェースを確立し、実装を完了した。また、L0/L1レイヤの物理パラメータに応じて波長数および変調方式を変更するためのプログラマビリティ制御機能を搭載したリアルタイム光送受信回路を設計・作製した。要素技術イ）について、フジクラは、30コア以上のマルチコアファイバを設計、試作し、長距離大容量伝送可能な長尺32コアファイバを開発する...
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	４．むすび
	SAFARIプロジェクトでは、日本2機関・欧州3機関の緊密な連携の下、将来の通信トラヒック需要を支える大容量光ネットワークのスケーラビリティと柔軟性を実現するためのプログラマブル光送受信技術とシングルモードマルチコア高密度空間多重を用いた超大容量光トランスポートネットワーク技術を確立した。また、各要素技術を連携させた日欧連携テストベッドを構築し、空間多重光通信に適した機能拡張SDN制御プラットフォームの有効性を具体的なユースケースで実証した。
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